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Ⅵ　 お わ り に
　本研究では、①作成された地図の視覚効果
の高さ、②他次元間のデータ比較とその表記、
③位置情報に基づくデータ抽出、というGIS
分析の有用性を、それぞれ、①カラー図版、
②ポイントデータの補間、③地図上での検索
及びクロス演算といった形で実践し、東京圏
におけるバブル崩壊後の地価変動現象を対象
にしたGIS分析から、同現象に観察される空
間的特長を指摘して、GISの効用や利活用法
を具体的に説明した。分析結果は以下のよう
に要約される。
　1992年から2003年までの地価下落の空
間的特徴を整理してみると、1992年から
1998年までの期間は東京特別区を中心と
する地価の下落とその収束期と位置づけら
れ、1999年、2000年の全域的な再下落期
を挟んで、2001年から2003年までの期間
は東京特別区における連続的地価上昇の発
生期と位置づけられる。
　ターニングポイントとなった1998年お
よび2001年は、いずれも東京都心部におい
て局地的な地価上昇が観察されたが、1998
年に観察された地価上昇は主に商業用地に
対して生じていた。1980年代後半に始まる
地価の急騰やその後の下落は商業地地価を
主体に発生したことは既に明らかにされて
いるところであるが、1998年の東京都心部
では同一用途の土地に対して地価の上昇と
下落が観察された。これは商業用地に対す
る個別評価の浸透を物語るものであり、
1998年は商業用地に対する面的な土地評
価から点的な土地評価へのターニングポイ
ントになったと言える。
　一方、2001年に観察された地価の上昇地
域には住宅用地が多く含まれていることに
特徴がある。局地的地価上昇が住宅用地に
発生したことは、住宅地地価を主体する新
たな地価変動現象の予兆と解釈することも
でき、2001年は東京圏における地価変動そ
のもののターニングポイントになったと言
える。
　GISという言葉は徐々に一般化しつつある
が、GISの持つデジタルマッピングの操作が
GIS分析のすべてであるかのような誤解を招
いている場合も少なくない。もちろん、本研
究においても、上記①で示したように「作成
された地図の視覚効果の高さ」はGISの大き
な特徴の一つとして指摘した。ただし、作図
はあくまでもGISの出力形式のうちの一つで
あり、GISの有用性はあくまでも地図上での
（位置情報付きの）データ加工にある。この点
に常に注意しておくことが、GISに対する正
しい認識につながるものと確信する。
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